
し
、
従
前
一
二
〇
〇
ポ
ン
ド
（
二
四
万
円
）
だ
っ
た
授
業
料
を
一
挙

に
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
六
六
万
円
）
に
す
れ
ば
、
政
治
的
に
大
問
題

に
な
る
の
で
、
政
府
は
貸
与
制
奨
学
金
と
同
じ
よ
う
に
、
修
学
時
に

は
授
業
料
相
当
分
を
立
て
替
え
て
大
学
に
直
接
交
付
し
て
お
き
、
学

生
が
卒
業
し
て
か
ら
返
還
す
る
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
と
い
う
の
は
、
実
は
上
限
で
、
制
度
上
は
各
大

学
が
コ
ー
ス
ご
と
に
自
由
に
授
業
料
を
設
定
で
き
る
仕
組
み
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
授
業

料
を
上
限
に
設
定
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
現
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
（
一
）
貸
与

制
奨
学
金
、
（
二
）
低
所
得
者
層
を
対
象
に
し
た
給
付
制
奨
学
金
、

（
三
）
授
業
料
ロ
ー
ン
の
三
種
類
の
公
的
な
学
生
支
援
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
、
政
府
の
政
策
主
導
で
、
各
大
学
は
授
業
料
収
入

を
基
に
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
、

二
〇
〇
六
～
〇
七
年
度
以
降
の
公
的
学
生
支
援
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
ま
す
。
た
だ
し
、
金
額
等
は
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
度
の
最

新
情
報
で
す
。

二
貸
与
制
奨
学
金
制
度

二
〇
〇
五
～
〇
六
年
度
の
実
績
で
は
対
象
学
生
の
八
割
、
八
八
万

人
が
総
額
二
五
億
ポ
ン
ド
（
五
〇
〇
〇
億
円
）

の
貸
与
を
受
け
ま
し
た
。
貸
与
制
奨
学
金
の
貸

与
限
度
額
は
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

（
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
度
）。

こ
れ
ら
上
限
額
の
う
ち
七
五
％
ま
で
は
、
家

庭
の
所
得
に
関
係
な
く
誰
で
も
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
残
り
の
二
五
％
に
つ
い
て
は
、
家

庭
の
所
得
に
よ
っ
て
貸
与
限
度
額
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
低
所
得
者
層
ほ
ど
よ
り
多

く
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
な
ぜ
こ

ん
な
複
雑
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
利
率
が
実
質
０
に
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
貸
与
制
奨
学
金

の
利
率
は
、
イ
ン
フ
レ
率
に
連
動
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
上
の
実
質
的
な
利
子

は
政
府
が
負
担
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

識
者
の
間
で
は
、
実
際
の
高
等
教
育
人
口
の
大

部
分
を
占
め
る
中
・
高
所
得
者
層
が
貸
与
制
奨

学
金
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
結
局
政
府
の
利

子
負
担
は
低
所
得
者
層
よ
り
も
こ
れ
ら
中
・
高

所
得
者
層
へ
の
支
援
に
な
っ
て
い
る
と
の
批
判
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表１ 貸与制奨学金の上限額（年額）

ロンドン ロンドン外

自宅外通学 ６，３１５ポンド（１４８万円） ４，５１０ポンド（１０６万円）

自宅通学 ３，４９５ポンド（８２万円）

一
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
奨
学
金
制
度
の
概
要

英
国
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定
の
自
治
権
を
有

し
て
い
る
た
め
、
教
育
制
度
や
奨
学
金
制
度
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
を
始
め
多
く
の
大
都
市
を
擁

し
、
対
象
人
口
が
最
も
大
き
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
度
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

一
九
九
〇
年
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
高
等
教
育
は
エ
リ
ー
ト
色

が
強
く
、
少
数
の
高
等
教
育
進
学
者
に
対
し
て
授
業
料
を
無
償
に
す

る
と
と
も
に
、
給
付
制
の
奨
学
金
を
支
給
し
て
生
活
費
の
支
援
も
行
っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
政
府
が
高
等
教
育
の
大
衆
化
政
策
を
と
り
、
進

学
率
が
向
上
し
て
い
く
に
つ
れ
、
政
府
の
財
政
負
担
だ
け
で
は
賄
い

き
れ
な
く
な
り
、
授
業
料
を
有
償
に
し
、
ま
た
、
貸
与
制
の
奨
学
金

を
導
入
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
近
年
、
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で
す
が
、
人
口
の
高
齢
化

と
と
も
に
医
療
費
や
社
会
保
障
費
が
膨
ら
む
中
、
高
等
教
育
の
拡
大

を
図
り
つ
つ
、
そ
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
財
源
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
は
、
そ
れ
ま
で
比
較
的
安
か
っ
た
授
業
料
を
一
挙
に
三
倍
弱
ま

で
引
き
上
げ
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
～
〇
七
年
度
の
こ
と
で
す
。
た
だ
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●
事
例
紹
介

●

イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
の
奨
学
金
制
度

芝
田
政
之

（
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン
タ
ー
理
事
）



三
給
付
制
奨
学
金

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
歴
史
的
に
階
級
意
識

が
強
い
こ
と
も
あ
り
、
低
所
得
者
層
の
高
等
教

育
進
学
を
促
進
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
。

研
究
者
の
間
で
は
、
低
所
得
者
層
ほ
ど
、
借
金

を
嫌
が
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
指
摘
す
る
者
も

お
り
、
給
付
制
奨
学
金
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
貸
与
制
奨
学
金
に
加
え
授
業
料

分
ま
で
ロ
ー
ン
に
し
た
二
〇
〇
六
～
〇
七
年
度

に
、
給
付
制
奨
学
金
の
給
付
額
や
家
庭
所
得
基

準
を
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。（
表
２
）

四
授
業
料
ロ
ー
ン

二
〇
〇
七
～
〇
八
年
度
の
授
業
料
の
上
限
は

イ
ン
フ
レ
率
分
を
反
映
し
て
三
〇
七
〇
ポ
ン
ド

（
七
二
万
円
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
大
学
が

自
由
に
授
業
料
を
設
定
し
、
政
府
が
一
括
し
て

立
て
替
え
て
、
後
に
学
生
が
卒
業
後
貸
与
制
奨
学
金
と
同
じ
仕
組
み

で
返
還
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
返
還
に
お
い
て
も
、
二
五
年
後
、
死
亡
・
高
度
障
害
時
の
債

務
消
滅
の
仕
組
み
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
要
す
る
政
府

の
負
担
は
実
質
利
子
分
と
併
せ
て
授
業
料
収
入
の
三
割
以
上
と
の
見

方
が
あ
り
ま
す
。

高
等
教
育
費
の
担
い
手
は
、
政
府
（
一
般
納
税
者
）、
学
生
本
人
、

親
で
す
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
策
は
、
親
の
負
担
を
ミ
ニ
マ
ム
に
し

て
学
生
の
負
担
を
大
き
く
す
る
も
の
で
す
が
、
今
後
授
業
料
上
限
の

引
き
上
げ
へ
の
圧
力
が
増
す
の
は
確
実
で
、
同
時
に
政
府
の
将
来
の

負
担
が
増
大
す
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

五
奨
学
金
事
業
の
実
施
体
制

以
上
の
学
生
支
援
制
度
の
中
核
的
な
担
い
手
は
、
公
的
機
関
で
あ

る
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ロ
ー
ン
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
Ｓ
Ｌ
Ｃ
）
で
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｃ
は
、
元
々
一
九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
、
有
力
銀
行
か
ら
な
る

団
体
が
所
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
給
付
か
ら
貸
与
制
奨
学
金
へ
の
転

換
に
反
対
す
る
学
生
の
抵
抗
に
直
面
し
、
将
来
の
顧
客
を
失
う
こ
と

を
恐
れ
た
銀
行
団
が
手
を
引
き
、
政
府
の
所
有
に
移
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
公
的
機
関
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
大
学
・
技
能
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表２ 給付制奨学金の給付基準（年額）

所定経費控除
後家庭所得

～１７，９１０ポンド
（４１９万円）

１７，９１０～
３８，３３０

３８，３３０～
（８９７万円）

給付額 全額支給

２，７６５ポンド（６５万円）

一部支給 支給無し

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
批
判
に
応
え
て
導
入
さ
れ
た
複
雑
な
制
度

で
す
が
、
家
庭
所
得
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
事
務
コ
ス
ト
や
、
複

雑
な
制
度
が
も
た
ら
す
利
用
者
の
混
乱
ま
で
考
え
て
本
当
に
合
理
的

な
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。

貸
与
制
奨
学
金
の
返
還
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
の
元
利
均
等
返
還
方
式
と
は
異
な
り
、
所
得
連
動

型
返
還
方
式
を
採
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
最
初
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
導
入
し
た
も
の
で
、
旧
宗
主
国
側
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
見

習
っ
た
形
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
式
で
は
、
卒
業
後
に
初
め
て
や
っ

て
く
る
四
月
以
降
、
所
得
が
一
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
三
四
四
万
円
）

を
超
え
た
時
点
か
ら
、
超
過
分
の
九
％
を
返
還
し
ま
す
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
大
卒
の
初
任
給
の
平
均
は
一
万
八
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
四
一
二

万
円
）
な
の
で
、
就
職
し
た
ら
返
還
が
始
ま
る
人
が
多
い
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
制
度
の
優
れ
た
点
は
、
貧
し
い
と
き
に
は
貧

し
い
な
り
に
、
豊
か
な
と
き
に
は
多
額
の
返
還
を
行
う
仕
組
み
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
一
生
を

通
じ
て
所
得
が
比
較

的
低
い
場
合
、
い
つ
ま
で
も
返
還
し
続
け
る
の
で
は
高
齢
期
の
生
活

を
圧
迫
す
る
の
で
、
卒
業
後
二
五
年
で
残
っ
て
い
る
債
務
は
帳
消
し

に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
や
高
度
障
害
の
場
合
も
同
様

で
す
。
借
り
る
側
か
ら
す
る
と
、
借
金
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
将
来

の
不
安
を
和
ら
げ
る
優
れ
た
仕
組
み
で
す
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
生
ず

る
経
費
は
実
質
利
子
分
と
併
せ
て
政
府
の
負
担
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
制
度
は
一
見
、
高
等
教
育
の
経
費
負
担
を
親
や
政
府
か
ら
学
生

本
人
に
集
中
さ
せ
る
仕
組
み
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
政
府
も
相
応

の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
推

計
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
貸
与
額
の
二
割
以
上
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
返
還
に
当
た
っ
て
は
、
税
務
当
局
が
税
金
と
一
緒
に
返
還

額
を
雇
用
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
納
税
者
が
奨
学

金
の
要
返
還
者
か
特
定
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
は
、
社
会
保
障
番
号
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
こ
の
番
号
の
Ｓ
Ｌ
Ｃ
（
後
出
）
へ
の
登
録
を
怠
る
者
が
一
％

以
上
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
給
与
が
下
が
っ
て
年
間

所
得
が
一
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
を
下
回
る
こ
と
と
な
っ
て
も
徴
収
が

続
い
た
り
、
年
度
内
に
返
還
終
了
予
定
の
場
合
で
も
税
金
の
年
度
が

終
了
す
る
ま
で
徴
収
が
続
い
た
り
す
る
過
徴
収
の
問
題
が
深
刻
な
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
貸
与
対
象
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
圏
の
学
生
を
含
め
返
還

者
が
海
外
に
行
っ
た
場
合
に
は
個
別
に
追
跡
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ

れ
も
重
要
な
課
題
で
す
。
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接
関
わ
り
の
な
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
Ｌ
Ａ
と
比
べ
て
、
大
学
が
自
ら

の
顧
客
で
あ
る
学
生
の
奨
学
金
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
顧
客
満

足
度
を
高
め
る
上
で
も
、
ま
た
、
返
還
意
識
を
高
め
る
上
で
も
意
義

は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

貸
与
制
奨
学
金
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
税
務
当
局
と
法
律
で
義
務

を
課
せ
ら
れ
た
卒
業
生
の
雇
用
主
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
Ｃ
で
は
、
返
還
に
入
る
卒
業
生
の
社
会
保
障
番
号
等
の
情
報
を

税
務
当
局
に
提
供
し
、
該
当
者
を
特
定
し
た
上
、
雇
用
主
か
ら
返
還

金
を
税
金
と
と
も
に
徴
収
し
ま
す
。
実
務
上
は
、
該
当
者
の
特
定
や

過
払
い
の
問
題
等
が
あ
り
、
課
題
も
多
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

り
で
す
が
、
返
還
を
確
実
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
我

が
国
で
も
研
究
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
は
、
設
置
形
態
、
事
業
内
容
に

類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
今
後
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
、

学
び
あ
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
参
考
資
料
）

・
芝
田
政
之
「
英
国
に
お
け
る
授
業
料
・
奨
学
金
制
度
改
革
と
我
が
国

の
課
題
」
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン
タ
ー
『
大
学
財
務
経
営
研
究
』

第
三
号
二
〇
〇
六

・
芝
田
政
之
「
イ
ギ
リ
ス
の
学
費
政
策
」
Ｉ
Ｄ
Ｅ
―
現
代
の
高
等
教
育

二
〇
〇
七
年
七
月
号

・
「
Im
p
ro
v
in
g
th
e
S
tu
d
en
t
F
in
a
n
ce
S
erv
ice
」
,
D
ep
a
rtm
en
t

fo
r
E
d
u
ca
tio
n
a
n
d
S
k
ills,

J
a
n
u
a
ry
2
0
0
6

・
「
A
g
u
id
e
to
fin
a
n
cia
l
su
p
p
o
rt
fo
r
h
ig
h
er
e d
u
ca
tio
n
stu
-

d
en
ts
in
2007/

2008,
S
L
C
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省
（
旧
教
育
技
能
省
）
の
管
轄
下
に
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｌ
Ｃ
は
、
同
省

と
の
間
で
主
要
業
績
指
標
を
含
む
業
務
に
関
す
る
目
標
等
を
取
り
決

め
た
上
、
政
府
か
ら
の
交
付
金
を
得
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
算

額
は
六
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
一
二

四
億

円
）
、

職
員

数
は
、

約
一
一

〇
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
約
三
〇
〇
人
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
部
門
に
属

し
て
い
ま
す
。
情
報
部
門
の
層
の
厚
さ
か
ら
、
貸
与
制
奨
学
金
等
の

シ
ス
テ
ム
が
金
融
機
関
と
同
じ
よ
う
に
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
依
存

し
て
お
り
、
そ
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
、
い
く
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
を
充
実
し
て
も
、
何
十
万
も
の
学
生

や
返
還
者
か
ら
の
照
会
に
応
え
る
こ
と
が
主
要
業
務
で
あ
る
こ
と
に

は
変
わ
り
な
く
、
多
く
の
職
員
が
電
話
等
で
の
照
会
業
務
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六
年
春
に
筆
者
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス

ゴ
ー
に
あ
る
本
部
を
訪
ね
た
折
、
案
内
さ
れ
た
の
は
そ
の
電
話
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
部
屋
で
し
た
が
、
何
十
人
と
い
う
職
員
が
、
ひ
っ
き
り

な
し
に
か
か
っ
て
く
る
電
話
に
休
む
間
も
な
く
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

天
井
に
設
置
さ
れ
た
「

W
a
r
B
o
a
rd
」
（

戦
い
の

掲
示

板
）
と

呼
称

さ
れ
る
電
光
掲
示
板
に
は
待
機
中
の
電
話
照
会
者
の
数
が
表
示
さ
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
戦
場
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
Ｓ
Ｌ
Ｃ
で
は
顧
客

満
足
度
の
向
上
を
重
視
し
て
お
り
、
学
生
等
か
ら
成
る
委
員
会
を
設

置
し
て
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ち
な

み
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
年
間
貸
与
者
は

約
一
〇
〇
万

人
で

Ｓ
Ｌ
Ｃ
よ
り
も
多
い
の
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
で
実
際
に
奨
学
金
業

務
に
携
わ
っ
て
い
る
人
は
一
般
管
理
部
門
を
按
分
し
て
加
え
て
も
二

〇
〇
人
強
で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
情
報
部
門
は
約
三
〇
人
で
、

奨
学
金
だ
け
で
な
く
留
学
生
関
係
の
業
務
等
も
こ
な
し
て
い
ま
す
。

外
部
委
託
の
活
用
や
、
多
く
の
職
員
の
効
率
的
・
献
身
的
な
業
務
遂

行
の
お
か
げ
で
膨
大
な
作
業
が
こ
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
将
来
に
備
え
て
特
に
情
報
部
門
や
電
話
照
会
部
門
の
強
化
が
予

算
面
を
含
め
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
学
生
が
奨
学
金
の
申
し
込
み
を
す
る
場

合
に
は
、
約
一
五
〇
あ
る
地
方
行
政
局
（
Ｌ
Ａ
）
に
申
請
書
を
出
し

ま
す
。
Ｌ
Ａ
で
は
、
証
拠
書
類
を
徴
収
し
て
家
庭
所
得
審
査
を
行
い
、

給
付
額
・
貸
与
額
を
決
定
し
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
に
通
知
し
ま
す
。
Ｌ
Ａ
に
よ
っ

て
、
学
生
へ
の
対
応
や
事
務
処
理
期
間
が
異
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

が
一
定
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
政
府
で
は
、
Ｌ
Ａ
の
窓
口
機
能
を
廃

止
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
Ｓ
Ｌ
Ｃ
で
一
括
処
理
す
る

方
向
で

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
は
、

既
に
稼
働
中
な
の
で
す
が
、
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
し
て
く
る

人
は
一
割
に
も
満
た
ず
、
こ
の
点
で
は
ほ
ぼ
完
全
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化

し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
方
が
は
る
か
に
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
場
合
に
は
、
多
く
の
窓
口
機
能
が
大
学
と
の

共
同
作
業
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
個
別
学
生
と
は
直
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